
ひと、くらし、みらいのために

厚生労働省社会保障の安定化

○現役世代は全て国民年金の被保険者となり、高齢期になれば基礎年金の給付を受ける。

○基礎年金国庫負担割合を２分の１に引き上げ、将来の年金支払いに支障が生じないようにする。

将来にわたる

基礎年金の支払い

国の負担
（従来は36.5％）

保険料負担

１/２に引上げ
（消費税率１％分）

①保険料のさらなる
引き上げ
②積立金の取り崩し・
枯渇
③将来の年金給付の
水準の引き下げ

負担 給付

基礎年金国庫負担割合を２分の１
に引き上げられないと・・・

につながるおそれ

基礎年金国庫負担割合２分の１の恒久化


